
学生時代にご指導いただいた恩

師の退官記念講演が２０１５年３月に

開催されました．その講演の中で私が印象に残っているの

は，私が研究室に所属していた時代が一番研究が上手くい

かず「死の谷」のようだったという恩師の回顧でした．確

かに，その当時は，研究テーマを大きく変更したものの研

究結果が出ず，予算も獲得できないという「負のループ」の

真っ只中でした．しかし，私が卒業する頃には予算を獲得

することができ，これをきっかけに研究室は「正のループ」

に移行しました．そして現在では，素晴らしい設備を整え，

大学での電気推進機の研究をリードする研究室になりまし

た．皮肉なことに，退官記念パーティに最も参加している

世代は，この「死の谷」時代をともにした世代でした．み

んなで昔話をしましたが，「それなりにきつかったけど，

楽しかった」ということで全員の意見が一致していました．

加藤登紀子の「時には昔の話を」（映画「紅の豚」のエンディ

ングテーマ）ではありませんが，予算はなくともなんとか

学生が物を自作して，楽しく研究をしていました．その時

の経験が今の私の原点であり，大学に残ることができた最

大の要因だと思っています．現在私が所属している研究室

をみると，装置は十分にあり予算も潤沢な方です．研究結

果も出るので学生は楽しいだろうとは思うのですが，私た

ち「死の谷」世代が味わったような「楽しくも辛い経験」を

できないのは，それはそれで可哀想だと思いました．あの

経験には，物作りの大変さと楽しさがつまっていて，エン

ジニアとして必要な成分が固まっていたからです．

今後，「死の谷」世代と会う機会が減ってしまうのが少し

残念ではありますが，何か理由をつけて定期的に集まれる

ようにしたいなとは思っています．その際には先生にも是

非参加していただければと思っています．

最後に改めて．「先生がおっしゃるほど『死の谷』だとは，

みんな思っていなかったんですよ」． （増井博一）
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